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議      長  休憩を解いて再開いたします。              （10時25分） 

 日程第６「認定第６号平成28年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を議題とします。 

 担当課長の細部説明を求めます。 

環境上下水道課長  平成28年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算書を説明いたします。 

314ページをお開きください。実質収支に関する調書から御説明いたします。

歳入総額３億3,790万5,901円、２、歳出総額３億3,060万5,685円、歳入歳出差

引額730万216円となり、実質収支額も同様です。 

 １枚おめくりいただき、316ページ、317ページをお願いいたします。歳入歳

出決算事項別明細書の歳入です。負担金７万2,959円、下水道事業者受益者負

担金でございます。 

 款２使用料及び手数料、項１使用料、目１下水道使用料、節１下水道使用料

です。収入済額１億12万8,583円、収入未済額154万4,655円で、収納率は98.

5％でございました。節２滞納繰越分の収入済額は108万255円、収入未済額は1

96万1,138円です。また、不納欠損は30万9,364円ですが、平成23年度分の時効

消滅に至った転出者等32名分の欠損でございました。 

 項２手数料、目１下水道手数料、節、指定工事店等手数料です。この手数料

は、指定工事店及び責任技術者の申請手数料として７万7,500円収入しており

ます。 

 款３国庫支出金、項、国庫補助金、目、節ともに公共下水道事業費国庫補助

金です。汚水管渠調査委託の補助金といたしまして、社会資本整備総合交付金

を調査設計などの費用に50％、100万円収入しているところでございます。 

 款４繰入金、項、目、節ともに一般会計繰入金です。収入済額１億7,290万

円で、下水道事業債の元利償還金に充当しております。 

 款５、項１、ともに繰越金です。次のページをお願いします。目１、節、前

年度繰越金ですが、744万2,881円です。主なものとして、前年度予備費492万9,

000円、酒匂川流域下水道維持管理費負担金の減額分293万4,000円と前年度事

業の落札差金などで構成されているところでございます。 

 ６諸収入です。項、目、節とも雑入です。収入済額は500万3,723円です。内
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容は備考欄のとおりでございます。 

 款７町債、目、節とも下水道事業債です。公共事業債4,480万、酒匂川流域

下水道事業債540万の合計5,020万円が収入済額となっております。 

 歳入については以上です。最下段です。歳入合計は３億3,790万5,901円とな

ります。 

 次ページをお開きください。続きまして歳入でございます。款１総務費、項

１下水道総務費、目、一般管理費です。歳出です。（「歳入と言った」の声あ

り）申しわけございません。320ページ、歳出です。款１総務費、項１下水道

総務費、目１一般管理費です。支出済額1,778万6,382円です。ここでは主に職

員１名分の人件費関係と、一般管理経費及び消費税について支出をしていると

ころでございます。中段、13委託料のうち下水道使用料の徴収事務委託金とし

て、上水道事業会計へ485万円支出しております。不用額につきましては、人

件費の残額と公課費でございます。 

 目２施設管理費でございます。支出総額256万8,115円です。主な支出といた

しまして、備考欄をお願いいたします。事業費といたしまして、流入点４カ所

における流量計と、マンホールポンプの５カ所の電気料56万8,701円を支出し

ているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。備考欄の上段、委託料では、下水道の水質

検査や施設の保守点検として、下水道流量計保守点検及びマンホールポンプ保

守点検などに134万4,107円支出しております。 

 続きまして事業費、項、目、下水道事業債です。下水道事業費です。支出済

額は1,099万8,107円です。備考欄をお願いいたします。中段やや下の13委託料

です。平成25年度からの国庫補助事業といたしまして、汚水管の長寿命化対策

に向けた調査を、主要管渠を対象に汚水調査委託として200万6,640円を執行い

たしました。汚水管調査につきましては、籠場から河南沢にかけて汚水管にカ

メラを入れて調査いたしました。結果は、管内はきれいで、特に損傷等もござ

いませんでした。 

 その下、15工事請負費では、公共下水道管渠布設工事として、県道72号歩道

整備に伴う汚水桝移転補償工事ほか657万6,549円、湯の沢マンホールポンプ更



 31 

新工事に205万2,000円を補正対応にて執行しております。残額は、委託料、工

事請負費の落札差金によるものでございます。 

 款３流域下水道費、項、目とも流域下水道費です。節19負担金補助及び交付

金です。支出済額は6,472万4,000円です。内訳でございますが、酒匂川流域下

水道事業建設費負担金で、酒匂川管理センターの汚水処理施設の建設費負担金

として568万7,000円、酒匂川流域下水道事業維持管理費負担金として5,903万7,

000円は、同施設の維持管理費として支出されたところでございます。なお、

不用額でございますが、神奈川県が流域下水道の管理を下水道公社に委託して

いるところにより、修理に係る入札差金などが生じたところが主な原因でござ

います。 

 次のページをお願いいたします。続きまして、款４公債費、目、元金です。

支出済額１億9,303万514円です。長期債元金として昭和61年度から99件分の事

業債について支出しております。 

 目２利子です。支出済額4,149万8,567円です。長期債利子として、昭和61年

度からの114件分の事業債に支出しております。 

 款５予備費です。補正予算で２万8,000円減額させていただき、残額222万1,

000円となりました。 

 歳出につきましては以上です。最下段です。歳出総額は３億3,060万5,685円

となります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

            （「なし」の声あり ） 

 質疑なしとのお声ですが、質疑ありませんか。 

            （「なし」の声あり ） 

 質疑なしと認めます。討論に入ります。 

            （「省略」の声あり ） 

 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

           （「異議なし」の声多数 ） 
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 異議なしと認めます。討論を省略し、採決を行います。認定第６号平成28年

度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認

定することに賛成の方の起立を求めます。 

 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり認定されました。 


